
あ･ら･か･る･と市政

マ
ジ
ッ
ク
で
認
知
症
予
防
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る

問
包
括
ケ
ア
推
進
課 

☎
３
４-

３
２
８
８

　　
１
月
24
日
、島
田
警
察
署
に
よ
る「
防
犯

講
座
」
と
、マ
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
「
認
知
症

予
防
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、介
護
予
防
に
取
り
組

む
地
域
の
通
い
の
場「
ふ
れ
あ
い
事
業
」の

ス
タ
ッ
フ
約
１
０
０
人
。
認
知
症
予
防

講
座
で
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
も
あ

る
マ
ギ
ー
塁る

い

さ
ん
が
講
師
を
務
め
、師
匠

の
マ
ギ
ー
司し

ろ
う郎
さ
ん
も
特
別
出
演
し
ま
し

た
。
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、簡
単
な

マ
ジ
ッ
ク
の
伝
授
も
あ
り
、参
加
者
は
楽

し
み
な
が
ら
予
防
法
を
学
び
ま
し
た
。

マジックを披露するマギー司郎さん（右）と塁さん

職
員
採
用
試
験
Ｐ
Ｒ
の
た
め
高
校
生
が
写
真
撮
影
で
協
力

問
人
事
課 

☎
３
６-

７
１
３
６

　　
昨
年
12
月
27
日
、島
田
市
職
員
採
用
試
験

の
Ｐ
Ｒ
に
使
用
す
る
職
員
の
写
真
撮
影
を
、

静
岡
学
園
高
校
写
真
部
が
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、若
手
職
員
有
志
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
「
島
田
市
で
働
く
魅
力
Ｐ
Ｒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
17
人
と
写
真
部

の
生
徒
４
人
が
参
加
。
市
役
所
庁
舎
内
で

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、職
員
・
庁
舎
・
仕
事
風
景
な
ど
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
撮
影
し
た
写

真
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
人
事
課
公
式

Ｘ（
旧Tw

itter

）・Instagram

な
ど
で

使
用
す
る
予
定
で
す
。

市職員を撮影する静岡学園高校写真部（右）

避
難
生
活
支
援
リ
ー
ダ
ー・サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
を
県
内
初
開
催

問
危
機
管
理
課 

☎
３
６-

７
３
２
０

　　
昨
年
12
月
16
日
・
17
日
に
、県
内
初
と
な

る
「
避
難
生
活
支
援
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ポ
ー

タ
ー
研
修
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
は
、内
閣
府
が
災
害
関
連
死
を
減

ら
す
た
め
、全
国
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

防
災
に
関
心
の
あ
る
大
学
生
や
介
護
職

員
、市
職
員
な
ど
計
41
人
が
参
加
。
被
災

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
避
難
所

の
環
境
を
向
上
す
る
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し

た
。実
地
で
は
、避
難
所
を
再
現
し
た
ブ
ー

ス
を
設
け
、具
体
的
な
改
善
点
を
話
し
合

う
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

避難所を再現したブースで課題を探す参加者

全
国
梅
干
コ
ン
ク
ー
ル
で「
島
田
八
房
梅
」が
優
秀
賞
に

問
商
工
課 

☎
３
６-

７
１
６
４

　　

昨
年
12
月
15
日
、大
分
県
で
行
わ
れ
た

第
９
回
全
国
梅
干
コ
ン
ク
ー
ル
で
、大お

お
い
し石

昭あ
き
らさ
ん
・
富ふ

さ

こ

佐
子
さ
ん
夫
妻
の
「
島
田

八や
つ
ふ
さ
う
め

房
梅
」が
、優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
４
年
に
１
度
開
催

さ
れ
、今
大
会
は
全
国
か
ら
過
去
最
多
の

１
６
１
８
点
が
出
品
。
２
大
会
連
続
の
入

賞
に
輝
い
た
富
佐
子
さ
ん
は
、「
全
国
に
伊

太
の
梅
の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
良
か
っ
た
。

南
高
梅
以
外
で
受
賞
で
き
た
の
は
う
れ
し

い
。
主
人
が
良
い
梅
を
作
っ
て
く
れ
た
お

か
げ
で
受
賞
で
き
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

受賞を報告する大石さん夫妻

   Shim
ada
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広
報
し
ま
だ
が
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
を
受
賞

問
広
報
課 

☎
３
６-

７
１
１
８

　

県
と
県
広
報
協
会
は
、１
月
17
日
か
ら

「
令
和
５
年
度
静
岡
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
審
査
会
を
開
催
。
昨
年
発
行
し
た
広
報

し
ま
だ
11
月
号
が
、広
報
紙
（
市
）
の
部
門

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
会
で
は
、県
内
の
市
町
や
団
体
が

昨
年
中
に
発
行
し
た
広
報
紙
・
広
報
紙
掲

載
写
真
・
公
開
し
た
広
報
映
像
な
ど
の
、表

現
力
や
企
画
力
、デ
ザ
イ
ン
性
な
ど
を
評

価
し
各
賞
を
決
定
。
今
年
度
は
、計
６
部

門
に
91
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
は
「
広
報
紙
と
い
う
メ

デ
ィ
ア
が
、デ
リ
ケ
ー
ト
な
テ
ー
マ
に
果

敢
に
挑
ん
だ
姿
勢
を
、高
く
評
価
す
る
」な

ど
と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
の
作
品
は
、（
公
社
）日
本
広

報
協
会
主
催
の
「
令
和
６
年
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
」
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ

ま
す
。
今
後
も
、皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
愛

さ
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

11月号（広報紙・最優秀賞）

県
内
市
町
初
、市
庁
舎
が
省
エ
ネ
で
最
高
ラ
ン
ク
を
獲
得

問
庁
舎
建
設
課 

☎
３
６-

７
９
５
９

　　

昨
年
10
月
11
日
、市
役
所
本
庁
舎
が
建

築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示
制
度
の
最

高
ラ
ン
ク
を
獲
得
し
、Z

ゼ

ブ

EB R

レ

デ

ィ

eady

認

証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
認
証
は
、国
土
交
通
省
が
定
め
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
基
準
か
ら
50
％
以

上
を
削
減
す
る
建
物
に
与
え
ら
れ
る
も

の
。
本
庁
舎
は
、設
計
段
階
か
ら
経
済
的
・

効
率
的
で
環
境
に
配
慮
し
た
建
物
と
し
て

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
公
共
建
築
物

の
率
先
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

エネルギー消費量の削減率が明記された認証プレート

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
を
支
援

問
危
機
管
理
課 

☎
３
６-

７
３
２
０

　　
１
月
10
日
か
ら
４
日
間
、石
川
県
穴
水
町

に
、被
災
地
を
支
援
す
る
第
一
陣
の
職
員
４

人
と
、ト
イ
レ
カ
ー
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

任
務
を
終
え
た
４
人
は
１
月
15
日
、現

地
の
様
子
を
市
長
に
報
告
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
確
保
が
困
難
な
生
活
の
長
期
化

で
、避
難
者
の
ス
ト
レ
ス
過
多
が
課
題
に

な
る
中
、個
室
利
用
の
で
き
る
ト
イ
レ

カ
ー
は
、生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
、感
謝
さ

れ
た
と
報
告
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、ト

イ
レ
カ
ー
や
職
員
の
派
遣
な
ど
に
よ
り
、

被
災
地
を
支
援
し
ま
す
。

雪が積もる被災地に設置された本市のトイレカー

新
庁
舎
で
初
め
て
の
総
合
消
防
訓
練
を
実
施

問
資
産
活
用
課 

☎
３
６-

７
１
６
９

　　

１
月
25
日
、新
庁
舎
で
は
初
め
て
と
な

る
総
合
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
職
員
で
組
織
す
る
自
衛
消
防
隊
を
中
心

に
火
災
が
起
き
た
想
定
で
、通
報
手
順
、消

火
器
・
消
火
栓
の
使
い
方
、避
難
経
路
の
確

認
や
誘
導
方
法
、救
護
の
仕
方
な
ど
を
確

認
。
ま
た
、煙
体
験
ハ
ウ
ス
を
使
っ
た
脱

出
や
、救
助
袋
で
の
降
下
、Ａ
Ｅ
Ｄ
や
ト
リ

ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
の
取
り
扱
い
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
、消
防
機
関
と
連
携
し
、

有
事
の
際
の
初
動
対
応
の
役
割
を
確
実
に

実
行
で
き
る
よ
う
に
職
員
の
危
機
意
識
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

負傷者を運ぶ訓練をする職員

   Shim
ada
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